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みかん缶詰製造における剥皮液の利用に関する研究→Ⅳ  

実装置（大規模）の加圧浮上機による剥皮液の精製並びに再循環利用  

毛利 威徳・加山 浩之・村田 晴代・宮田 京子   

Studies on the Utilization of PeeliTtg Mixture for CanniAgOf Mandaiin  

Orange－Ⅳ   

Purification of Peeling Solution by Large・Scale Presstlre Floating   

SeparatiorL Plant and RecirculatiorL Use ofits Purified Solutiott  

TakenoriMouri、HiroyukiKayama，HaruyoMurata and KyokoMiyata  

Inthepreviouspaper，uSefu1nessofthelongcirculationuseofpeelingmixtureusedforcan－  

nlngOfmandarinorangewasconfirmedby amiddle－SCalepressurefloatingseparationplant．  

Inthispaper，purificationofpeelingmixtureusedforcannlngOf mandarin orange．was  

carridoutbylarge－SCalepressurefloatingseparationplant（capacity：8nf／hour）and long  

circulationuseofitspurifiedsolutionwasattempted．   

The conditions oftreatment wereas follows：  

lmcaseofacid－peelingmixturetreatmentvolumeofwastewateris3－4rn3peronehour，holding  

timeofwastewateris2－3hours，PreSSure Of pressurized wateris3．8kg／cn子，ra【io ofwaste  

Water tO preSSurized waterislto2．Incaseofalkali－Peelingmixture，treatmentVOlumeof  

wastewateris4－5m3peronehour，holdihgtimeofwastewateris3－4hours，preSSureOfpres－  

surizedwaterandratioofwastewatertopressurizedwaterarethesameunitwiththemincase  

of acid－peelingmixture．Incaseofpeelingmixtureof㌣Kanetsuichiekimethodq，treatment  

VOlumeofwastewateris7－8m3peronehour，holdingtimeofwastewateris2－4hours，preSSure  

ofpressurized wateris3．8kg／c爪音，ratioofwastewatertopressurizedwaterisltol．  

Intheacid－Peelingmixture，CODwasremoved bylOto15％，SS80to85％and uronic  

acidlOto15％，inthealkali・Peelingmixture，COD wasremoved by25to30％，SS 95％  

anduronicacid25to30％，andinthepeelingmiⅩtureOf やKanetsuichiekimethodO， COD  

wasremoved by30to35％，SS95％anduronicacid35to40％，reSpeCtively・Andit was  

possibletolongcirculate thepeelingsolutionfromNovember．20 to February20w主thout  

changlngtOthenewpeelingmixture．  

前報1）で，中規模の加圧浮上機により，剥皮液を連続的に処理し，その処理後の再循環利用につ  

いて検討し，十分再循環利用できることを明らかにした。本朝では従来法と加熱一夜法の剥皮液を  

再循環利用する為の加圧浮上分離増を実装置までスケールアップし，剥皮液を連続処理し，その処  

理液が．何ケ月剥皮液として再循環利用できるかについて検討したので報告する。  

実 験 方 法   
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1．みかん缶詰製造方法   

みかん缶詰製造方法は前報1）に準じた。  

2．みかん内皮剥皮液   

みかん内皮剥皮液は，従来法にて製造しているS工場，加熱一液法にて製造しているN工場より  

出てくる排水を使用した。原料はS工場で1日30t，N工場で1日100t処理する。  

3．加圧浮上機   

用いた加圧浮上機（1時間当たり4－8d）は小豆アサヒエンジニアリング製で，前報の中規模  

プラントをスケールアップしたものである。  

4．排水の成分分析   

排水の成分分析は前報1）に準じた。．ウロン酸，リン軌粘度の測定についても前報1）に準じた。  

5．制度液の加圧浮上分離除去率の測定   

前報1）に準じて行なったが，滞留時間が3～4時間で設計されているため．剥皮液の除去率を計  

算するための剥皮液の原水は10～14時，処理水は13－16に採水した，pH，COD，ウロン酸，  

SS等を測定した。連続処理では原水11時処理水16時に採水し測定した。  

結  果   

1．内皮剥皮液の性状並びに加圧浮上分離処理   

従来法，加熱一夜法の剥皮液の性状についてはTable．1の如くである。 

TablelComponentsofpeelingmixtureinpressure floatingseparationplantandremova］oftheir  
COmPOnentSbypressure floatingseparation  

COD  
pH  acid  rate of rate of 
（mg／g）   SS（％）   

Acid peeling 
0．75  10－15  

mixture  

Treated acid 
0．75  12  

peeling mixture 
84  13  

Alkali peeling 
12．89  20一－25   

mixture  

Treated alkali 
12．89   26．5  96  28  

peelingmixture  

Peelingmixture  20、2ごi   

口   Treatedpeeling  
13．0   22．2   95   29  

mlXture   

I：Conventionalchemicalmethod．   

‡：“Kanetsuichieki”method  

従来法の酸剥皮液はCOD約9000喝／′となるが，粘度が上がらないために1日中剥皮に使用さ  

れている。アルカリ剥皮液は午前中でCOD6500～8000喝／′．粘度60～70秒に上がり，午後には  

新剥皮液にかえなくてはならない。又，加熱一枚法の剥皮液では午前中でCOD13．000喝／g，粘  

度70～80秒まで上昇する。従って，午後は従来法のアルカリ剥皮液と同じく新剥皮液にかえなくて  

はいけない。両方法ともにみかん内皮のアルカリ剥皮液は1日に2回剥皮液を変えることが必要で  

ある。一度使用した剥皮液を加圧浮上分離することによって，酸剥皮液ではCOD12％，SSは84   
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％，ウロン酸13％，スカム量84％，アルカリ剥皮績ではCOD26．5％，S S96％，ウロン酸28％，  

スカム量10～15％，加熱一夜法剥皮液ではCOD22％，SS95％，ウロン醸29％，スカム量20～25  

％が分離除去できた。  

2．制度液の再循環利用  

2－1 加圧浮上分離処理された酸剥皮液の成分の経時的変化   

みかん原料20～25t処理する工場の加圧浮上分離条件は．加圧稽10Ⅱf，時間当たり処理量3～4  

d，滞留時間2～3時間，加圧水の圧力3．8短／d，原水を加圧水塁の比1：2，このような条件で  

剥皮液を処理した。その結果はFig．1の如くである。剥皮液中のCOD，ウロン酸量及びSS量  

（×【（13）  ー×103）  
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Fig．1ChangesinCOD，UronicacidandSScontentofacid peelingmixture  
treatedbypressuref）oatingseparation plant．   

は経時的に増加している。その剥皮液を加圧浮上分離することによって，CODlO～15％，ウロン  

酸10～15％，SSは80～85％以上除去された。．またスカム量は約10～15％除去された。  

2－2  加圧浮上分離処理された従来法アルカリ剥皮彼の成分の経時的変化   

アルカリ剥皮液の加圧浮上処理条件は加圧槽10ば，時間当たり処理量4～5Ⅱf，滞留時間3－4  

時間，加圧水の圧力3．8短／d，原水と加圧水量の比は1：2 とした。   

このような条件で剥皮液を処理した．。その結果はFig．2の如くである。   

図のように経時的に剥皮液中の成分は増加しているが，加圧浮上処理することによってCOD25  

－30％，ウロン酸25－30％，S Sは95％以上除去された。また，スカム量は約却～缶％除去された。  

2－3  加圧浮上分離処理された加熱一夜法剥皮液の成分の経時的変化   

加圧浮上処理条件は加圧槽17d，時間当たりの原水処理量7～8d，滞留時間2～4時間，加圧  

水の圧力3．8短／d，原水と加圧水量の比は1：1である。このような条件で剥皮液を処理したその   
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結果はFig．3の如く  

である。   

従来法のアルカリ剥  

皮液と同じように，経  

時的に剥皮液中のCO  

Dなどの成分は増加す  

るがCODは罰～刃％，   

ウロン酸35－40％，S  

Sは95％以上除去され  

た。スカム量は約20～  

25％除去される。  

3．実装置（加圧浮上  

分離機）における制度  

液の再循環方法   

みかん内皮の剥皮に  

使用された剥皮液（約  

5000－20．0001喝／′）  

を毎時約4－6d加圧  

浮上機に導入する。加  

圧浮上分離後の処理水  

の一部を加圧水として  

利用した。残りの加圧  
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Fig．2Changesincontensofsomecomponentsof alkaLipeelingmixturetreated  
bypressure（loatingseparatioTIPlant．  

浮上処理された剥皮液を貯留槽に一担貯留する。新硬調整槽で留められた加圧浮上処理水に加圧浮  

上分離機より除去されてスカム（浮上粒）量に相当する量の新剥皮液（従来法0．7－1．0％塩酸，加  

熱一液法0．3～0．5％リン較3カリウム，0．2～0．4％苛性ソーダ）を補充し，又，剥皮で消費された塩  

酸，苛性ソーダ，リン酸3カリウムを補って剥皮液の濃度を調整後，再度剥皮液として使用する。   

一日に剥皮液を加圧浮上機にかける回数は約3通りが必要と考える。従って剥皮液の処理回数に  

よって加圧浮上分離機の設計を考えなくてはいけない。  

3－1 酸剥皮液の加圧浮上分離連続処理   

2－1のような加圧浮上分離機で処理し，何日間再循環できるか検討した結果，Fig．4，5，  

6の如くである。12月10日前後より早生温州みかんから普通温州みかんに変わるためにCODやウ  

ロン酸量は約2倍になった。7日目よりCOD約5000叩／E，ウロン酸約2500叩／E，SS約500tEq／E  

とほぼ一定となった，。約3ケ月，一度も新しい剥皮液と変えることなく剥皮液として再循環利用で  

きた。  

3－2  アルカリ剥皮彼の加圧浮上分離連続処理   

アルカリ剥皮液を加圧浮上分離し，連続処理した結果は，Fig．7，8，9の如くである。酸剥皮  

液と同じように7日目から剥皮液の有機物は一定となった。COD4000叩／′，ウロン酸㈹喝／′，   

SSl000叩／′となった。12月10日前後より普通温州みかんに変わり濃度が約2倍になっても，シ   

ーズン中一度も変えることなく再循環利用できた。  

3－3  加熱一夜法剥皮液の加圧浮上分離連続処理   

加熱一液法では剥皮液がl種類の為に，剥皮液の濃度は約2倍になる。その剥皮液を連続処理し  

た結果は，Table．2．3，Fig．10，11，12の如くである。   
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Table2ComponentsofpeelingmiⅩturetreatedbypressurefloatingseparationplant・  

Time  PH  COD（ppm）  Uroicacid（ppm）  SS（ppm）  K2：PO4（％）  NaCH（％）  Viscosity（sec）   

9：00  12．9   6、606   3．310   5．337   0．37   0．31   2l．2   

10：00  12．8   9．209   5．210   11、910   0．37   0．32   22．4   

11：00  12．9   9．809   5．486   10．340   0．39   0．42   25．   

12：00  12．8   9，651   4．996   7、005   0．34   0．42   27．3   

13：00  12．8   10、810   6．528   ほ，q65   0．32   0．45   30．2   

14：00  12．8   12．512   6．099   13．037   0．41   0．46   31．0   

15：00  12．8   12．462   7，049   13．890   0．33   0．48   40．5   

16：00  12．8   14．264   9、563   24．212   0．33   0．54   62．8   

Table3ComponentsofpeelingmiⅩturetreatedbypressurefloatingseparationplant・  
（Peelingmixturewithtreatment）  

Time  pH  COD（ppm）  Uronicacid（ppm）  SS（ppm）  K2PO4（％）  NaOH（％）  Viscosicy（sec）   

9：00  12．9   6．776   3．695  0．35   0．45   19．5   

10：00  12．9   6．056   3．270  0／32   0．47   19．3   

11：◆00  12．9   6．946   3．820  0．36   0．46   19．1   

12：00  12．8   6、126   3，620  0．32   0．46   18．8   

13：00  1．2．8   6、726   3．901  0．39   0．43   21．9   

14：00  12．8   7．707   4，470  0．35   0．45   23．0   

15：00  12．8   7、757   4，577  0．38   0．50   24．7   

16：00  12．8   8．008   4，644  0．37   0．49   25．5   
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従来法剥皮液と同じく7日目  

よりCOD12．000喝／告 ウロ  

ン酸4000喝／′，SSlOOO喝／g  

で一定となった。12月10日前後  

より濃度が約2倍になって，C  

OD24．000叩／gになっても加  

圧浮上分離で良く分離され，シ  

ーズン中一度も変えることなく  

再循環利用できた。  

要  約   

1．加圧浮上分離機を実装置  

までスケールアップしても十分  

く×103）  

20  
・＋Peelingmixture  

‾ 

′′A、㌔  
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Day  
Fig．12ChangesinSScontentofpeelingmixturetreated  
by pressurefloatingseparationplant（large・SCalp  
pIant）．  

COD，ウロン酸などを分離除  

去でき，処理水は剥皮液として再循環利用することが可能になった。   

2．実装置の加圧浮上機を導入することによって酸剥皮液はCODlO～15％，S Sは80－85％，  

ウロン酸10－15％，アルカ．）剥皮液はCOD25～30％，S Sは95％，ウロン酸25～30％，加熱一液  

法の剥皮液はCOD30～35％，S S95％，ウロン酸35－40％除去することが出来た。   

3．加圧浮上分離連続処理により，11月20日から2月20口まで剥皮液を一度も変えることなく再  

循環利用が可能になった。   

4．12月10日前後から，早生温州みかんから普通温州みかんに変わることによって．CODやウ  

ロン酸量が約2倍に増加した．。  
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